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外国人サポートの取り組み
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第二回研究大学コンソーシアムシンポジウム
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自己紹介

 研究者ではありません。博士号も持ちません。
 九州大学理学部物理学科（修）超電導磁力計
（SQUID）による地磁気脈動の観測

 三菱商事・三菱自動車で自動車の販売に従事
 販売・マーケティング・部品/サービス・広
報/PR・M＆A（会社を作ったり、買ったり、
売ったり）・企業経営全般

 海外駐在 3か国 4回 15年半。
 サラリーマン卒業後、年金暮らし15か月を経て、

2016年7月から、現職



国立天文台と国際化

 海外での事業
 すばる（ハワイ）と
 ALMA（チリ）

 TMTも



国立天文台と国際化
 海外での事業

 すばる（ハワイ）とALMA（チリ）
 ハワイに96人（内、三鷹からの派遣26人、
現地RCUH（Research Corporation of the University of Hawai‘i)

雇用70人（日本人も含む））
 チリに24人（内、三鷹からの派遣18人、現地雇用6人）
 国立天文台の外国人（2018年9月1日）

 雇用 37人（三鷹30人、チリ2人、水沢・野辺山・ハワイ・大阪
府大・名大各1人）

 非雇用 17人（院生、EACOA Fellow、JSPS Fellow、サバティカ
ル、インターンなど:三鷹14人、水沢1人、ハワイ2人）

 JSPS ボン事務所に林前台⾧、 NINSプリンストン事務所に唐牛
名誉教授



国際連携室の仕事

 安全保障貿易管理
 外国人サポート（サポートデスク）
 海外との協定等締結に際しての法務サポート
 国際会議・研究会の開催支援
 国際学会などでのブース出展
 台内外文書・通知の翻訳（文科省や機構からの連絡
文書が全て日英併記になる日を待ち望んでいます）

 無料(基礎)日本語講座 assist:週一回＋e-learning



国際連携室の陣容

VISAの手配は
事務部

台⾧

室⾧：蓮尾  常勤 特任専門員 URA

事務部研究推進課

国際学術係

松本（特任専門員） 原田（研究支援員） 白土（研究支援員） 大西(専門員）

春木（特任専門員） 山中（研究支援員） 塚野（係⾧）

常勤 毎日 午前3時間 各 週3日 6時間 事務職員

安全保障貿易管理
ブース出展

国際会議補助
日本語講座

法務 サポートデスク



国際連携室の仕事（本日の話題）

 安全保障貿易管理
 外国人サポート（サポートデスク）
 海外との協定等締結に際しての法務サポート
 国際会議・研究会の開催支援
 国際学会などでのブース出展
 台内外文書・通知の翻訳（文科省や機構からの連絡が
日英併記になる日を待ち望んでいます）

 無料(基礎)日本語講座 assist:週一回＋e-learning



外国人サポート by サポートデスク

 住民登録
 銀行口座開設（新生銀行、郵貯など）
 携帯電話取得（OCNなど）
 住居探し・契約・入居・退去（後述）
 （非雇用者について）国民年金、国民健康保険、住民
税（雇用者は事務部で対応）

 病院紹介＋同行
 台内保育所対応
 トラブル対応



サポートデスク利用状況 プロジェクト別



サポートデスク利用状況 分野別



サポートデスク利用状況 分野別比

日常生活

住居
役所・年金



サポートデスク利用状況 個人別
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個人別利用回数 （2016年度）

縦軸は年間利用回数
横軸は個人

2015年に35人
2016年に49人
2017年に65人

2割の人が全体の5割の利用



配偶者控除



扶養家族等（異動）申告



保険料等控除申告



住居サポート
1. コスモス会館（原則32泊まで。13室:S:10、T:2、F:1）
2. 近隣ホテルとのcorporate rate契約
3. 不動産屋の紹介（英語対応できるところは限定的）
4. 近隣大学の官舎の提供（空きがあれば）
5. 海外から来て雇用される外国人へは手厚いサポート
6. 住居を借りるときの問題

 外国人には貸さない
 日本人の保証人が必要
 日本語が話せないと官舎に入れない
 家具付きの物件が少ない
 短期の契約は困難であったり、割高であったり、一括
支払いを求められたりするが、ネット情報を見た外国
人は、「もっと安い物件がある筈」と不満



国際会議等へのブース出展

 EAMA 10（The 10th East Asian Meeting on Astronomy)

Sept. 2016 ソウル
 APRIM（Asia-Pacific Regional IAU Meeting）

June 2017 台北
 AAS （American Astronomical Society年会）

Jan. 2018 Washington D.C.

 IAU GA (IAU General Assembly) 

Aug. 2018, Wien

 AAS （American Astronomical Society年会）
Jan. 2019 Seattle



国立天文台の外国人招聘プログラム一覧



Office of International Relations  / Leaflet



国際化阻害要因の排除に努力中
 外国人サポート:公平感と均一なサービスを目指し、
組織として対応すべき問題の発掘にも注力。一方で、
時間給のスタッフに過度な負担（時間外とか週末な
ど）が掛からないよう配慮。

 夜間・土日・休日対応はしない。> Emergency Card

 外国人を呼んだ責任はプロジェクトに。
 呼ぶ方も来る方も、覚悟と責任を持って。
 外国人が自己責任で動けるように、サポートする。

まだまだやることが沢山あります。
ご支援ください。



26

ご清聴ありがとうございました。




